
市原中央高等学校 
~2019 年度活動報告~ 

英 語 コ ー ス の カ リ キ ュ ラ ム に 学 校 独 自 科 目 と し て 、
UNESCO(ユネスコ)を設定した。また、総合学習時間を活用し
て、生物多様性・環境、国際理解や人権について外国人講師と
一緒に Team Teaching で学ぶ特色ある授業を展開した。生徒
を主体としたボランティア活動の輪が広まり、エコキャップ回
収活動、フィリピンの子供達に送るマーブルクレヨンプロジェ
クト、洪水によって大きな被害を受けたミャンマーへの募金活
動を行い、募金活動に対する感謝状をアウン=サンスーチー女
史より頂いた。さらに、ユネスコスクール認証を受けている、
併設校の清和大学附属八重原幼稚園の保護者の協力も受けて
実施している、ユニクロの『助けよう服のチカラプロジェクト』
は年々協力の輪が広がっている。市原市及び地域団体と協力し
たボランティア活動にも取り組み、ユニセフ街頭募金や JR 五
井駅構内での朝の挨拶運動への参加は、生徒一人ひとりが協働
の意義を学ぶ貴重な経験となった。また、英語コースの生徒が、
指導案や教材を自分達で作成し、近隣の公立小学校を訪問して、英語の授業を実施する『高
校生が英語の先生』プロジェクトを実施した。普段の英語学習の成果が十分に生かされると
ともに、年齢の近い高校生との活動を中心とした英語学習を通じて、小学生の学習意欲が高
まるとともに、地域交流という点でも注目を受け、訪問依頼の問い合わせが増えている。 
 

~2020 年度活動計画~ 
国際ロータリークラブ支援のインターアクトクラブ及び 2020
年度より新たに開設される Global Leader Course（グローバル
リーダーコース）の生徒を中心に、生徒と協働した活動を行な
っている予定である。2019 年度に、千葉県は台風と大雨による
甚大な被害を受け、本校にあっても長期間にわたる学校閉鎖を
余儀なくされた。そのような中にあって、数年間にわたって生
徒間で交流を行ってきた、熊本地震で被害を受けた高校から支
援金が届けられた。2020 年度は、これまでの活動に継続的に取り組むとともに、県内にお
いて未だに不便な生活を強いられている方のために、ボランティア活動に取り組むことを
計画している。 
 
 
 


